


はじめに

バトンProjectは、

食品ロス削減を目指す学生団体です。

活動の際にみんにこ様には
お世話になっております。

この度、みんにこ代表の西村様のご提案で、

私たちの活動についてご紹介する機会をいただきました。
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自己紹介 •チームリーダー
渡辺魅珀 (わたなべ みはく)

•鈴鹿高専 電子情報工学科 4年

•プロジェクトリーダー、
デザインを担当

•好きなことは、寝ること、食べ
ること



自己紹介 •プロジェクトリーダー
→チームの方針を定める

外部との連携をはかる

•デザイン担当

→スライドの作成

外部公開用の資料の立案

• チームが動きやすいよう、
日々精進中！



自己紹介 •チームメンバー
藤本瑛太 (ふじもと えいた)

•鈴鹿高専 電子情報工学科 4年

•プロジェクトマネージャー、
ソフトウェア開発を担当

•趣味でパソコン
いっぱい使ってます



自己紹介
•プロジェクトマネージャー
→チームが円滑に活動に
取り組めるようなサポート

•ソフトウェア担当
→ウェブサイトの作成・管理
データベースサービスの実装

•学校で学んだ知識を
団体の活動へと活用して、
貢献しています



自己紹介 •鈴鹿高専は
三重県鈴鹿市にある学校です

•高専は、中学校卒業後に入る
5年制の学校です

写真引用：鈴鹿市 https://www.city.suzuka.lg.jp/iju/kosodate/1010663/1009096.html



バトン
Project
って？

バトンProjectとは？

•鈴鹿高専の学生が立ち上げた
ボランティアを行う学生団体

•鈴鹿市とその周辺で
現在も活動を続けています

•団体の活動のテーマは
「食品寄付活性化による
食品ロス削減」



バトン
Project
って？

食品ロスの現状は？

•日本では、1か月に1人あたり
およそ3.5kgの食品ロス

•食品を作る、食品を捨てる
どちらにもエネルギーを使用
地球温暖化の大きな原因にも

•一方、物価高騰や貧困などで
食事に困る方もいる

3.5kg

参考：消費者庁「食品ロス削減関係参考資料 (令和6年6月21日) 」



団体
設立の
きっかけ

アルバイトにて…

アルバイトにて、大量の廃棄を目にした。

ニュースで見た食べ物が手に入らない

子供の姿が忘れられなかった。

「もったいない」をなくしたいと思った。

まだ食べられる食材が、

必要としている人の手に届く社会へ。



バトン
Projectの

活動

バトンProject

まだ食べられる食品

フードバンクすずか

提携

子ども食堂など

情報登録

食品提供の
仲介・サポート

食品寄付に
関する情報・
機会の提供

家庭・企業・店など

寄付先の
情報、寄付の
成果などの閲覧



募る 自分の脚で、手で、声で

メールやSNSアカウントを用いて、

食品に関わる

第一次産業から第三次産業に

猛アプローチ



募る届ける

集めた食品を

フードバンクやこども食堂に

お届けする

食品に込められた想いまでもが

届く社会を実現させる

込められた想いも届く



届ける

食品という名のバトンを

お店や企業に

こども食堂を紹介する

食品を届ける人と必要とする人が

直接顔を合わせ、手を繋ぐ

繋げる



繋げる

寄付への不信感、

不安を取り除くために

寄付先の情報を明確に示した

データベースを提供

情報の「透明化」伝える



サイト・
SNSの
ご紹介

ウェブサイト

活動の内容や成果を

インターネットで公開

バトンProjectについて

すべて分かるサイト



サイト・
SNSの
ご紹介

ウェブサイト

写真と文字で

食品ロスの現状を

1人でも多くに

共感していただく



データベースサービスを

ウェブサイト上で提供

活動に協力してくださる

方に安心を届ける

サイト・
SNSの
ご紹介

ウェブサイト



二次元コードを

読み取っていただくと

ウェブサイトに

アクセスしていただけます

サイト・
SNSの
ご紹介

ウェブサイト



サイト・
SNSの
ご紹介

SNS

さらに多くの方々に

バトンProjectの

活動を見ていただく



二次元コードを

読み取っていただくと

各種SNSページへ

アクセスしていただけます

サイト・
SNSの
ご紹介

SNS

Facebook

X (旧Twitter)

Instagram



活動の
成果

2024 6/20
「バトンProject」設立

6/22
フードバンクすずか様と

提携・方針の策定



6/26
    鈴鹿高専の避難訓練にて
防災食の寄付を募る

7/9
フードバンクすずか様の

食品配布を見学

27.2kg



7/19
県庁資源循環推進部の
方にお話を伺う

7/24
鈴鹿市役所環境政策課の

方に活動内容を報告



8/21
かぼちゃ農家さんに

      ご寄付いただく

8/29
エッグハウス川北様に
卵白をご寄付いただく

33.5kg

3.9kg



9/3
エッグハウス川北様に

 みんにこ様をご紹介・
 卵白のお渡し9/9

いさやまワイワイハウス
様の活動を見学・手伝い



9/14
GCONカンファレンスに
参加し、活動の発表

9/16
みんにこ様の活動を

見学・手伝い



9/21
心結舎様の活動を

 見学・手伝い

9/24
スリースターズ様の
活動を見学・手伝い



9/21
心の森様の活動を

      見学・手伝い

12/26
Owl Green様からパンの

耳をご寄付いただく

2.1kg



12/27
農家さんににんじんなど

 野菜をご寄付いただく2025 1/8
イチバリキファーム様に
白菜をご寄付いただく

40.1kg

147.8kg



8カ月の活動で寄付していただくことが

できた食品の量は、

339.53kg
この中で、私たちが直接運んだ量は

254.73kgにもおよびます。



今後の
展望

これからのバトンProjectは、
より多くの地域と多様な分野で

持続可能な未来の実現に貢献する。

私たちは、食品に関わる
第一次産業から第三次産業にアプローチし、

より多くの食品が寄付される社会の仕組みを構築する。



今後の
展望

この活動が、地域全体で

持続可能な社会を支える土台となり、

次世代へと繋がる食の循環を築くための

重要な要素になると信じている。



今後の
展望

この終わりのない

プロジェクトを通じて、

食品寄付のバトンが永遠に繋がり続ける未来を、

築いていく。



まとめ

バトンProjectは、

「食品寄付活性化による食品ロス削減」を掲げ

まだ食べられるのに捨てられていた食品を、

子ども食堂をはじめとした

食品を必要としている方々につなぐ社会を目指す

学生団体である。



まとめ

自らの手で食品寄付を募ったり、

安心して食品寄付を行う機会を提供するため、

食品を受け取る方のデータベースを提供し、

食品を寄付してくださる方に、

寄付の成果を報告することでやりがいと信頼を築く。



まとめ

食品を必要としている方々の元へ、

食品だけでなく、寄付に込められた想いが

届く世の中を実現する。
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